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は
じ
め
に

　

中
國
に
お
い
て
古
來
、
文
字
の
形
・
音
・
義
を
考
究
す
る
學
問
領
域

を
小
學
と
い
い
、
經
學
の
一
領
域
と
さ
れ
て
き
た
。
後
漢
の
許
愼
に
よ

る
『
說
文
解
字
』
は
、小
學
を
代
表
す
る
書
物
で
あ
る
。『
說
文
解
字
』

は
部
首
ご
と
に
漢
字
を
分
類
し
、
篆
書
に
よ
る

字
（
見
出
し
字
・
標
題

字
）
を
揭
げ
、
そ
こ
に
說
解
（
文
字
の
義
と
そ
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
述
べ

た
箇
所
）
を
極
め
て

略
に
記
し
た
書
物
で
あ
る
。

　

そ
の
許
愼
の
序
文
（
許
序
）
に
は
、
文
字
を
明
ら
か
に
す
る
理
由
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

蓋
し
文
字
と
は
、
經
藝
の
本
、
王
政
の
始
め
な
り
。
前
人
の
後
に

垂
る
所
以
に
し
て
、
後
人
の
古
を
識
る
所
以
な
り
。
故
に
曰
く
、

「
本 

立
ち
て
衟 

生
ず（

一
）」

と
。
天
下
の
至
賾（

二
）に

し
て
亂
す
可
か
ら
ざ

る
を
知
る
な
り
。
今 

篆
文
を
敘
し
、
古
籀
に
合
す
る
を
以
て
、

愽
く
通
人
に
采
り
、
小
大
に
至
る
。
信
あ
り
て
證
有
り
、
其
の
說

を
稽
譔
し
、
將
に
以
て
群
類
を
理
め
、
謬
誤
を
解
き
、
學
ぶ
者
に

曉
し
、
神
旨
に
逹
せ
ん
と
す
。
部
居
を
分
別
し
、
相 

雜
廁
せ
ざ

る
な
り（

三
）。

　

許
愼
は
、
文
字
と
は
經
學
の
根
本
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
王
政
の
始

原
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
先
人
が
後
人
に
對
し
て
規
範
を
示

し
、
後
人
は
文
字
に
よ
っ
て
古
を
識
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
さ
ら

に
『
論
語
』
を
引
き
、『
易
』
の
繫
辭
上
傳
を
踏
ま
え
、そ
の
論
據
と
す
る
。
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小
學
は
こ
う
し
た
思
想
の
下
に
經
學
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
小
學
は
魏
晉
南
北
朝
期
に
は
、
反
切
法
の
創
始
や

沈
約
に
よ
る
四
聲
の
發
見
な
ど
の
音
韻
論
が
隆
盛
し（

四
）た

も
の
の
、
字
義

解
釋
を
主
眼
と
す
る
小
學
書
で
あ
る
『
說
文
解
字
』
自
體
に
つ
い
て
議

論
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た（

五
）。

再
び
『
說
文
解
字
』
に
脚
光
が

當
た
る
の
は
唐
代
を
俟
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

現
在
、
見
ら
れ
る
最
早
の
『
說
文
解
字
』
は
、
唐
代
の
抄
寫
と
さ
れ

る
寫
本
が
數
種
傳
わ
る
が（

六
）、い

ず
れ
も
零
本
で
あ
り
完
存
し
て
い
な
い
。

そ
の
う
え
、

字
の
篆
書
の
樣
態
や
解
釋
が
現
行
の
『
說
文
解
字
』
と

は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

完
本
と
し
て
の
『
說
文
解
字
』
は
二
種
類
が
傳
わ
る
。
そ
れ
は
南
唐

の
徐
鍇
・
徐
鉉
兄
弟
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
徐
鍇
は
『
說
文
解
字
繫
傳
』

と
し
て
、
徐
鉉
は
『
說
文
解
字
』
と
し
て
そ
れ
ま
で
に
通
行
し
て
い
た

諸
本
の
『
說
文
解
字
』
を
校
定
し
、
新
た
に
文
字
を
追
加
し
た
。
そ
こ

に
は
、
當
時
流
行
し
た
と
さ
れ
る
李
陽
冰
の
『
刋
定
說
文
』
へ
の
排
擊

が
念
頭
に
あ
る
。
だ
が
、
批
判
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
、『
說

文
解
字
』
の
傳
承
の
上
で
は
李
陽
冰
の
存
在
は
無
視
で
き
な
い（

七
）。

　

李
陽
冰
の
『
刋
定
說
文
』
に
つ
い
て
は
先
行
硏
究
は
多
く
、
早
く
は

金
錫
齡
の
「
李
陽
冰
刋
定
說
文
辯
」
が
あ
り（

八
）、
ま
た
週
祖
謨
の
「
李
陽

冰
篆
書
考
」
が
あ
る（

九
）。
就
中
、
週
祖
謨
の
硏
究
で
は
、
李
陽
冰
は
そ
れ

ま
で
の
『
說
文
解
字
』
に
お
け
る

字
の
篆
書
を
正
し
、
字
の
構
成
と

聲
符
を
含
め
た
そ
れ
ま
で
の
說
解
の
手
法
を
否
定
し
、
新
說
を
述
べ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
に
根
據
が
な
く
、
ほ
と
ん
ど

見
る
べ
き
も
の
が
な
い
と
喝
破
す
る
。
こ
れ
は
、
週
祖
謨
の
見
解
だ
け

で
は
な
く
、
徐
鉉
の
「
進
說
文
解
字
表
」
に

（
一
〇
）

唐 

大
歷
中
、
李
陽
冰
の
篆
迹 

殊
に
絶
に
し
て
、
獨
り
古
今
に
冠

た
り
。
自
ら
云
ふ
、
斯
翁
の
後
、
直
ち
に
小
生
に
至
る
と
。
此
の

言 

妄
な
ら
ず
と
爲
す
。
是
に
於
て
說
文
を
刋
定
し
、
筆
法
を
修

正
す
。
學
者
師
慕
し
、
篆
籀 

中
興
す
。
然
れ
ど
も
頗
ぶ
る
許
氏

を
排
斥
し
、
自
ら
臆
說
を
爲
る
。
夫
れ
師
心
の
見
を
以
て
、
先
儒

の
祖
述
を
破
る
は
、
豈
に
圣
人
の
意
な
ら
ん
や
。
今
の
字
學
を
爲

す
者
も
、
亦
た
多
く
陽
冰
の
新
義
に
從
ふ
は
、
所
謂 

耳
を
貴
く

す
る
も
目
は
賤
し
き
な
り

（
一
一
）。

と
あ
る
徐
鉉
の
李
陽
冰
評
價
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

か
か
る
李
陽
冰
の
『
說
文
解
字
』
の
「
刋
定
」
作
業
は
「
臆
說
」
に

よ
る
も
の
と
し
て
顧
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
近
代
に
お
い
て
そ
の
「
刋

定
」
作
業
の
內
實
が
檢
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
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は
あ
く
ま
で
も
文
字
に
對
す
る
理
解
の
正
誤
で
あ
っ
て
、
李
陽
冰
が
ど

の
よ
う
な
根
據
を
も
っ
て
文
字
解
釋
を
お
こ
な
っ
た
か
と
い
う
視
座
で

は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
徐
鍇
『
說
文
解
字
繫
傳
』
卷
三
十
六
袪

妄
篇（

一
二
）に

見
え
る
李
陽
冰
の
說
解
を
手
が
か
り
と
し
て
、
そ
の
手
法
に
着

目
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
「
臆
說
」
と
評
價
さ
れ
て
き
た
李
陽
冰
の

文
字
解
釋
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

一
、
李
陽
冰
と
『
說
文
解
字
』
刋
定
作
業

　

李
陽
冰（

一
三
）は

、唐
の
開
元
十
二（
七
二
四
）年
に
生
ま
れ
、建
中
元（
七
八
〇
）

年
に
沒
し
た
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る

（
一
四
）。

書
家
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
書

法
書
衟
史
的
に
は
、
そ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
篆
書
を

中
興
し
た
人
物
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
正
史
に
傳
は
立
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、
正
史
に
お
け
る
記
錄

は
僅
か
に
『
新
唐
書
』
の
宰
相
世
系
表
に
名
が
見
え
る
な
ど
の
程
度
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
宋
の
『
宣
和
書
譜
』
に
至
る
ま
で
官
製
の
李
陽
冰

の
傳
が
な
い
た
め
、
書
人
列
傳
資
料
に
賴
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
現
在
傳

わ
る
最
早
の
李
陽
冰
の
傳
記
は
唐
の
竇
臮『
述
書
賦
』（
大
曆
四（
七
六
九
）

年
成
立
）
に
付
さ
れ
た
、
兄
の
竇
蒙
に
よ
る
「
述
書
賦
註（

一
五
）」
で
あ
る
。

李
陽
冰
、趙
郡
の
人
、父 

雍
門
は
湖
城
令
た
り
。
冰
の
兄
弟 

五
人
、

皆
な
詞
學
を
負
ひ
、
小
篆
を
工
み
と
す

（
一
六
）。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
李
家
は
詞
學
を
家
學
と
し
て
、
篆
書
を
巧
み
に
し

た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
證
左
に
李
陽
冰
の
甥
に
あ
た
る
李

騰
は
、『
說
文
字
源
』
と
い
う
書
物
を
著
し
た

（
一
七
）。

　

次
に
、北
宋
・
朱
長
文（
一
〇
三
九
年
︱
一
〇
九
八
年
）に
よ
る『
續
書
斷
』

（
熙
甯
七
（
一
〇
七
四
）
年
以
降
成
立
）
の
李
陽
冰
傳
を
檢
討
す
る
。
や
や

長
い
た
め
、
适
宜
分
割
し
つ
つ
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

唐
の
李
陽
冰
、
趙
郡
の
人
、
古
を
好
み
て
善
く
文
を
屬
る
。
嘗

て
當
塗
に
令
た
り
し
と
き
、
李
白 

徃
き
て
之
れ
に
依
り
、
詩
を

以
て
し
て
贈
り
て
曰
く
「
落
筆 

篆
文
を
灑
ぎ
、
崩
雲 

人
を
し
て

驚
か
し
む
。
吐
辭 

又 

炳
煥
た
り
、
五
色 

華
星
を
夢
む
」
と
。
官

は
集
賢
院
學
士
を
歷
て
、
晩
は
將
作
少
監
と
爲
る
。
韓
退
之 

稱

し
て
「
李
監
」
と
曰
ふ
は
、
是
れ
な
り
。
陽
冰
の
篆
品 

神
に
入

る（
一
八
）。

　

「
詩
を
以
て
し
て
贈
り
て
曰
く
」
と
は
、
李
白
の
「
獻
從
叔
當
塗
宰

陽
冰
」
の
引
用（

一
九
）で
あ
る
。
引
用
の
後
、李
陽
冰
の
官
職
が
述
べ
ら
れ
る
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
李
陽
冰
の
官
職
「
集
賢
院
學
士
」・「
將
作
少
監
」
は
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い
ず
れ
も
李
陽
冰
の
晩
年
の
も
の
で
あ
る

（
二
〇
）。
李
陽
冰
は
將
作
少
監
と
な

る
以
前
に
國
子
監
丞
と
な
っ
て
い
る
。
國
子
監
は
國
家
の
敎
育
⺇
關
の

中
樞
で
あ
り
、
集
賢
院
は
國
家
の
圖
書
を
收
藏
す
る
⺇
關
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
晩
年
の
李
陽
冰
は
長
安
に
お
い
て
敎
育
や
圖
書
校
訂
の

任
に
就
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
戶
崎
は
こ
の
國
子
監
丞
、
集
賢
院
直

學
士
に
つ
い
た
こ
の
時
期
に
『
刋
定
說
文
』
が
執
筆
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
首
肯
し
う
る
見
解
で
あ
ろ
う
。

　

李
陽
冰
が
こ
う
し
た
官
職
に
就
く
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
も
の
に
、「
大
唐
石
經
」
建
立
の
上
奏
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る（
二
一
）。『

續
書
斷
』
は
續
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

雅も
と

よ
り
石
に
書
す
る
を
好
み
、
魯
公
の
碑
、
陽
冰 
多
く
其
の
額

を
題
す
。
其
の
遺
刻
を
觀
る
に
、
太
阿
・
龍
泉
の
寶
匣
に
橫
倚
し
、

華
峯
・
崧
極
の
秋
露
を
新
浴
す
る
が
如
く
も
、
其
の
威
光
峭
拔
と

爲
す
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
或
る
ひ
と
之
を
蒼
頡
の
後
身
と
謂
ふ
。

嘗
て
書
を
李
夫
人
に
貽
り
、
石
に
刻
し
篆
を
作
り
、
六
經
を
書
し

て
備
へ
、
明
堂
に
立
て
、
不
刋
の
典
と
し
、
號
し
て
「
大
唐
石
經
」

と
曰
ふ
。
百
代
の
後
を
し
て
、
損
益
す
る
所
無
か
ら
し
め
ん
こ
と

を
願
ふ
。
是
の
時 

四
方
亂
離
し
、
政
を
執
る
者
以
て
迂
と
爲
し
、

而
し
て
陽
冰
の
志 

就
る
こ
と
克
は
ず
。
後
の
人 

將
に
安
に
か
師

と
し
て
仰
が
ん
や
。
惜
し
い
か
な

（
二
二
）。

　

波
線
部
は
李
陽
冰
の
「
上
李
大
夫
論
古
篆
書
」
を
踏
ま
え
た
記
述
で

あ
る

（
二
三
）。

李
陽
冰
は
石
に
篆
書
に
よ
っ
て
六
經
を
書
し
、
明
堂
に
訂
正
す

る
こ
と
の
な
い
典
範
と
し
て
「
大
唐
石
經
」
の
立
碑
を
李
大
夫（

二
四
）に

懇
願

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
二
重
線
の
部
分
で
示
し
た
箇
所
が
朱

長
文
の
見
解
で
あ
る
。
朱
長
文
は
、
天
下
が
混
亂
狀
態
に
あ
り
、
政
を

行
う
李
大
夫
か
ら
は
迂
遠
な
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
、
李
陽
冰
の
志
は

果
た
さ
れ
な
か
っ
た
、
と
述
べ
る

（
二
五
）。

こ
の
「
四
方
離
散
」
と
は
安
史
の

亂
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
戶
崎
の
考
察
に
よ
れ
ば
、「
上
李

大
夫
論
古
篆
書
」
の
成
立
に
は
諸
說
が
あ
る

（
二
六
）が

、
そ
の
期
閒
は
安
史
の

亂
（
七
五
五
︱
七
六
三
）
の
後
で
あ
る
と
い
う
。
か
か
る
情
勢
に
お
い
て

は
、
唐
王
朝
も
そ
の
立
て
直
し
に
腐
心
し
て
お
り
、
學
術
の
振
興
に
國

力
を
裂
く
餘
裕
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
一
つ
付
言
す
れ
ば
、
李
陽
冰
は

篆
書
に
よ
っ
て
そ
の
石
經
を
刻
せ
し
め
ん
と
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
に

古
文
字
に
よ
っ
て
經
典
を
打
ち
立
て
ん
と
せ
ん
李
陽
冰
の
古
文
復
興
的

思
想
を
見
出
す
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
史
料
で
は
李
陽
冰
が
篆
書
を
能
く
し
た
こ
と
は

記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
李
陽
冰
が
『
說
文
解
字
』
の
刋
定
作
業
を
行

っ
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
說
文
解
字
』
の
刋
定
作
業
に
つ
い
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て
は
、
後
唐
の
林
罕
が
記
し
た
『
林
氏
字
源
編
小
說（

二
七
）』

の
序
文
に
見
え

る
も
の
が
最
早
の
記
錄
と
な
る
。

惟
ふ
に
太
尉
祭
酒 

許
愼
、
其
の
形
類
を
取
り
て
、
偏
傍
條
例
十

五
卷
を
作
す
、
名
づ
け
て
之
れ
を
說
文
と
曰
ふ
も
、
頗
ふ
る
遺
漏

有
り
。
呂
忱 

又
た
字
林
五
卷
を
作
り
、
以
て
其
の
闕
を
作
す
。

三
國
の
後
に
洎
び
、
晉
・
秦
・
陳
・
隋 

書
を
歷
て
甚
だ
行
は
る
も
、

篆
書 

殆
ん
ど
將
に
泯
滅
せ
ん
と
す
。
唐
將
作
少
監
李
陽
冰
に
至

り
、
許
氏
の
說
文
に
就
き
て
復
た
刋
正
を
加
へ
、
三
十
卷
を
作
す
。

今
の
行
は
る
所
の
者
是
れ
な
り

（
二
八
）。

　

李
陽
冰
は
許
愼
の
『
說
文
解
字
』
に
よ
っ
て
「
刋
正
」
を
行
っ
た
と

い
う
。
さ
ら
に
考
え
る
べ
き
は
現
行
本
と
の
卷
數
の
差
で
あ
る
。
現
行

本
で
あ
る
大
徐
本
は
二
十
卷
、
小
徐
本
は
實
際
の
文
字
の
解
說
の
部
分

と
し
て
は
二
十
九
卷
で
あ
る
。
こ
れ
を
考
え
る
と
、
李
陽
冰
の
篇
次
を

槪
ね
徐
鍇
が
繼
い
で
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る

（
二
九
）。

　

林
罕
の
言
に
「
今
の
行
は
る
所
の
者
是
れ
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、

唐
末
か
ら
宋
に
か
け
て
は
李
陽
冰
の
文
字
解
釋
が
通
行
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
宋
の
私
家
目
錄
書
を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
李
陽
冰
の
『
刋

定
說
文
』
が
著
錄
さ
れ
て
お
り
、
當
時
通
行
し
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ

る（
三
〇
）。

　

ま
た
北
宋
の
『
宣
和
書
譜
』
に
は
「
許
愼
自
り
是
に
至
る
ま
で
、
刋

定
說
文
三
十
卷
を
作
し
、
以
て
其
の
學
を
紀
す
。
人 

指
し
て
以
て
蒼

頡
の
後
身
と
爲
す（

三
一
）。」

と
あ
る
。「
其
の
學
を
紀
す
」
と
は
、
許
愼
以
來

の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
た
め
、
明
ら
か
に
『
說
文
解
字
』
の
解
釋
を
指

し
て
い
る
。

　

時
系
列
上
、
林
罕
と
『
宣
和
書
譜
』
の
閒
に
位
置
づ
く
の
が
、
徐
鍇

の
『
說
文
解
字
繫
傳
』
袪
妄
篇
に
み
え
る
記
述
で
あ
る
。
で
は
、
徐
鍇

は
李
陽
冰
の
刋
定
作
業
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

二
、『
說
文
解
字
繫
傳
』
袪
妄
篇
の
構
造

　

『
說
文
解
字
繫
傳
』
は
南
唐
に
仕
え
た
徐
鍇
が
撰
し
た
も
の
で
、
全

四
十
卷
で
あ
る
。「
繫
傳
」と
は『
說
文
解
字
』全
體
を『
易
』に
み
た
て
、

そ
の
文
に
「
傳
（
解
釋
）
を
繫
け
る
」
と
い
う
意
味
の
著
述
で
あ
る

（
三
二
）。

そ
し
て
『
易
』
同
樣
、
經
と
十
翼
と
い
う
構
成
を
模
し
て
後
の
十
卷
が

徐
鍇
に
よ
る
論
文
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
卷
三
十
六
が「
袪
妄
篇
」

で
あ
る
。
李
陽
冰
の
說
文
解
釋
は
こ
こ
に
ま
と
ま
っ
て
傳
わ
る
。
そ
の

ほ
か
の
李
陽
冰
の
解
釋
は
大
徐
本
『
說
文
解
字
』
お
よ
び
『
說
文
解
字

繫
傳
』
通
釋
篇
、
戴
侗
の
『
六
書
故
』
に
み
え
る

（
三
三
）。
本
稿
で
は
な
ぜ
そ

う
し
た
佚
文
が
あ
り
な
が
ら
、
李
陽
冰
の
袪
妄
篇
を
檢
討
對
𧰼
と
す
る
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の
か
。
そ
れ
は
、
他
書
に
引
く
佚
文
と
袪
妄
篇
の
性
格
が
異
な
る
と
考

え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
他
書
に
引
用
さ
れ
る
李
陽
冰
說
は
或
說
と
し

て
引
用
さ
れ
、
そ
こ
に
評
價
は
付
さ
れ
な
い
。
對
し
て
『
說
文
解
字
繫

傳
』
袪
妄
篇
は
徐
鍇
が
李
陽
冰
說
に
對
し
て
反
駁
を
目
的
と
し
て
記
し

た
篇
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
徐
鍇
は
李
陽
冰
の
文
字
解
釋
が
從
來
の

解
釋
と
は
異
な
る
が
た
め
に
反
駁
し
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
李
陽
冰
の

文
字
解
釋
の
特
徵
が
よ
り
顯
著
に
表
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め

で
あ
る
。

　

「
袪
妄
篇
」
を
め
ぐ
る
硏
究
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
王
初
慶
は
「
袪

妄
篇
」
よ
り
李
陽
冰
の
『
刋
定
說
文
』
が
ど
の
よ
う
な
原
型
で
あ
っ
た

か
を
推
察
し
て
い
る

（
三
四
）。

ま
た
、
史
文
磊
・
金
碩
は
「
袪
妄
篇
」
を
中
心

と
し
つ
つ
、『
說
文
解
字
繫
傳
』
中
の
李
陽
冰
の
說
と
大
徐
本
に
見
え

る
李
陽
冰
の
說
を
ま
と
め
て
統
計
を
取
り
、
そ
の
結
果
、
李
陽
冰
の
刋

定
は
會
意
文
字
が
主
で
あ
り
、
次
に
𧰼
形
文
字
が
多
い
と
述
べ
て
い

る（
三
五
）。

し
か
し
、
王
の
硏
究
は
李
陽
冰
の
『
刋
定
說
文
』
の
原
型
に
迫
る

こ
と
で
あ
り
、
史
・
金
の
硏
究
は
分
析
上
で
會
意
・
形
聲
文
字
が
多
い

と
い
う
李
陽
冰
の
刋
定
作
業
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
り
、「
袪
妄
篇
」

の
分
析
か
ら
李
陽
冰
の
文
字
觀
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま

し
て
や
、『
刋
定
說
文
』
の
大
部
分
に
關
し
て
は
散
佚
し
て
し
ま
っ
て

い
る
た
め
、
現
在
に
傳
わ
る
も
の
だ
け
で
、
李
陽
冰
の
刋
定
は
會
意
・

形
聲
文
字
が
多
い
と
斷
言
す
る
の
に
は
首
肯
し
が
た
い
。

　

こ
う
し
た
硏
究
は
、
確
か
に
漢
字
の
形
・
音
・
義
を
考
究
す
る
と
い

う
意
味
に
お
い
て
は
小
學
の
一
つ
の
成
果
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
所
與

的
で
あ
る
文
字
に
對
し
て
、
そ
の
形
や
意
味
を
李
陽
冰
が
ど
の
よ
う
に

解
釋
し
た
か
、
と
い
う
視
點
に
お
い
て
な
さ
れ
た
硏
究
で
は
な
い
。
か

か
る
觀
點
よ
り
李
陽
冰
の
文
字
解
釋
の
檢
討
を
お
こ
な
っ
た
も
の
に
大

迫
正
一
の
硏
究（

三
六
）が

あ
る
。
大
迫
は
大
徐
本
『
說
文
解
字
』
と
『
說
文
解

字
繫
傳
』
の
通
釋
篇
に
見
え
る
十
四
字
の
み
を
檢
討
對
𧰼
と
し
、
李
陽

冰
の
文
字
解
釋
は
「
改
竄
と
い
う
よ
り
、
李
陽
冰
に
と
っ
て
は
裏
づ
け

を
も
っ
て
の
改
訂
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
結
論
づ
け
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
李
陽
冰
の
文
字
解
釋
の
手
法
を
檢
討
す
る
こ
と

で
、
そ
の
思
想
の
一
斑
を
窺
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

李
陽
冰
の
文
字
解
釋
を
檢
討
す
る
前
に
、『
說
文
解
字
繫
傳
』
袪
妄

篇
と
は
い
か
な
る
篇
か
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
袪
妄
篇
の
冐

頭
に
は
徐
鍇
に
よ
っ
て
本
篇
の
著
述
意
圖
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
前

言
に
李
陽
冰
の
刋
定
作
業
に
つ
い
て
言
乁
し
て
い
る
。

　

說
文
の
學
久
し
。
其
の
說 

得
て
詳
ら
か
に
す
可
ら
ざ
る
者
有

り
。
通
識
の
君
子 

宜
し
く
詳
ら
か
に
し
て
之
を
論
ず
べ
き
所
な

り
。
楚
夏 

音
を
殊
に
し
、
方
俗 

語
を
異
に
す
。
六
書
の
內 

形
聲



李
陽
冰
の
文
字
解
釋
（
關
）

（ 123 ）

居
る
こ
と
多
き
も
、
其
の
會
意
の
字
、
學
ぶ
者
了
ら
ず
。
鄙
近
の

傳
寫 
妄
り
に
聲
字
を
加
ふ
る
こ
と
多
し
。
篤
論
の
士 

宜
し
く
隱

括
す
べ
き
所
な
り
。
而
れ
ど
も
李
陽
冰 

隨
ひ
て
之
を
譏
り
、
以

て
己
が
力
と
爲
す
は
、亦
た
誣
な
ら
ざ
ら
ん
や
。『
切
韻
』・『
玉
篇
』

の
興
り
し
自
り
、說
文
の
學 

湮
廢
泯
沒
し
、能
く
省
讀
す
る
者
も
、

二
三
あ
る
能
は
ず
。
本
を
棄
て
末
を
逐
ひ
、
乃
ち
此
に
至
り
て
沮

誦
逾

遠
し
。
許
愼 

作
ら
ざ
れ
ば
、
世
の
知
者 

之
を
振
ふ
所
可

な
り
。
前
代
の
學
者
の
譏
る
と
こ
ろ
の
文
字 

蓋
し
亦
た
有
り
。

中
興
よ
り
書
缺
け 

盡
く
す
を
得
べ
か
ら
ず
。
此
れ
蓋
し
作
る
者 

冠
冕
す
る
も
後
來
の
妄
な
り
。
故
に
臣 
今
憶
ふ
所
を
略
記
し
て

袪
妄
篇
を
作
る（

三
七
）。

　

徐
鍇
は
『
說
文
解
字
』
に
關
す
る
學
問
は
長
い
歷
史
が
有
る
も
の
の
、

徐
鍇
の
當
時
に
お
い
て
は
そ
れ
を
詳
細
に
知
る
方
法
が
な
く
、
通
行
す

る
『
說
文
解
字
』
の
諸
本
に
は
恣
意
的
に
音
字
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
と
す
る
。
そ
う
し
た
誤
り
は
正
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
。
李
陽
冰
は

そ
れ
を
譏
っ
て
自
ら
の
解
釋
に
よ
っ
て
そ
れ
を
正
そ
う
と
し
た
が
、
か

え
っ
て
誤
り
を
傳
え
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
李
陽
冰
を
位
置
づ
け
て
い

る
。
前
節
で
確
認
し
た
林
罕
の
說
に
は
李
陽
冰
に
對
す
る
評
價
は
述
べ

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
徐
鍇
に
至
っ
て
明
ら
か
に
論
難
の
對
𧰼
と
し

て
李
陽
冰
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

　

そ
の
た
め
、
袪
妄
篇
は
反
駁
對
𧰼
が
全
部
で
五
十
六
字
あ
る
が
、
陽

冰
曰
と
あ
る
も
の
を
計
上
す
る
と
、
五
十
四
字
が
李
陽
冰
の
文
字
解
釋

に
對
す
る
も
の
で
あ
り
、
篇
の
大
部
分
が
李
陽
冰
へ
の
反
駁
に
盡
く
さ

れ
て
い
る

（
三
八
）。

　

袪
妄
篇
の
記
述
形
式
は
一
定
し
て
い
な
い
が
、
大
部
分
の
構
成
が

字
の
後
に
「
說
文
曰
」
か
ら
成
る
部
分
、「
陽
冰
曰
」
の
李
陽
冰
の
『
刋

定
說
文
』
の
部
分
、
そ
れ
に
對
す
る
「
徐
鍇
以
爲
」
の
三
つ
の
部
分
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
原
文
で
は
一
續
き
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で

は
便
宜
的
に
【
袪
妄
篇
說
文
】、【
李
陽
冰
說
】、【
徐
鍇
說
】
と
し
て
三

つ
に
分
割
し
、
分
析
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
各
文
字
說
解
の
冐
頭

に
付
し
た
も
の
が
篆
書
に
よ
る
標
題
字
で
あ
る
。

三
、
袪
妄
篇
に
み
る
李
陽
冰
の
文
字
解
釋

　

李
陽
冰
の
文
字
解
釋
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
前
揭
の
王
初
慶
の
硏

究
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、
大
別
す
る
と
、［
一
］『
說
文
解
字
』
に

お
け
る
許
愼
の
說
解
を
棄
却
し
、
新
た
に
形
・
音
・
義
の
新
解
釋
を
提

示
す
る
も
の
、［
二
］
說
解
へ
反
駁
し
、
そ
の
說
を
正
そ
う
と
す
る
も
の
、

［
三
］
說
解
を
承
け
た
さ
ら
な
る
解
釋
、
お
よ
び
闕
を
補
う
も
の
、
で
あ

る
と
い
う
。
し
か
し
、
王
の
硏
究
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
短
評
を
付
す
に
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と
ど
ま
り
、
個
別
の
李
陽
冰
の
說
に
つ
い
て
詳
細
に
檢
討
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
そ
の
反
省
に
立
っ
て
、
な
ぜ
李
陽
冰
が
そ

の
解
釋
を
行
う
に
至
っ
た
か
の
解
釋
の
プ
ロ
セ
ス
を
意
識
し
つ
つ
、
袪

妄
篇
に
見
え
る
李
陽
冰
の
文
字
解
釋
の
思
想
を
窺
う
こ
と
に
し
た
い
。

（
一
）
典
據
に
つ
い
て

（
イ
）
典
據
を
明
示
し
て
い
る
も
の

　

ま
ず
、
李
陽
冰
の
文
字
解
釋
の
特
徵
と
し
て
、
そ
の
典
據
を
明
示
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
引
用
の
曖
昧
さ
が
擧
げ
ら
れ
る
。
文

字
の
解
釋
に
お
い
て
諸
書
を
引
用
す
る
こ
と
は
、許
愼
の
『
說
文
解
字
』

に
お
い
て
も
な
さ
れ
る
手
法
で
あ
り
、
實
際
の
使
用
例
を
擧
げ
る
こ
と

で
そ
の
解
釋
の
正
當
性
を
擔
保
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
で
あ
る
。

　

李
陽
冰
が
典
據
を
明
示
し
て
文
字
の
說
解
を
行
っ
て
い
る
も
の
は
二

例
あ
る
。「

隹
」
字

【
袪
妄
篇
說
文
】

說
文
云
ふ
、
鳥
の
短
尾
の
惣
名
な
り
。

【
李
陽
冰
說
】

陽
冰
云
ふ
、
鳥
の
總
稱
な
り
。
爾
雅
に
「
長
尾
に
し
て
隹
に
從

ふ
」
と
あ
り
。
短
尾
の
稱
に
非
ざ
る
を
知
る
な
り
。

【
徐
鍇
說
】

臣
鍇 

以
爲
へ
ら
く
、
本
註 

當
に
總
名
を
言
ふ
べ
き
も
、
脫
す

る
こ
と
亦
た
一
字
な
る
の
み
。
然
ら
ず
ん
ば
、
許
愼
、
豈
に
此

く
の
如
き
の
疏
な
ら
ん
や

（
三
九
）。

　

李
陽
冰
が
『
說
文
解
字
』
に
反
駁
す
る
手
法
と
し
て
、ま
ず
許
愼
『
說

文
解
字
』
に
お
け
る
說
解
が
前
提
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、本
項
目
で
は
、

許
愼
が
述
べ
た
「
鳥
の
短
尾
の
惣
名
」
に
つ
い
て
李
陽
冰
が
新
義
を
提

出
す
る
こ
と
を
企
圖
し
て
い
る
。

李
陽
冰
が
こ
こ
に
引
く
『
爾
雅
』
の
文
は
佚
文
の
可
能
性
も
舍
𧰼
で

き
な
い
が
、現
行
の
『
爾
雅
』
に
は
見
え
な
い
。『
爾
雅
』
の
體
裁
は
、

釋

な
ど
は
異
な
る
も
の
の
お
お
む
ね
「
Ａ
、
Ｂ
也
」
と
い
う
直
接
的

義
訓
の
形
式
を
取
る
。
し
た
が
っ
て
、『
爾
雅
』
が
こ
う
し
た
表
現
手

法
を
取
る
と
は
考
え
に
く
い
。

ま
た
、李
陽
冰
が『
爾
雅
』と
し
て
引
く
文
自
體
が
矛
盾
が
あ
る
。『
說

文
解
字
』
鳥
字
說
解
で
は
「
長
尾
の
禽
の
總
名
な
り
。
𧰼
形
。
鳥
の
足 

匕
に
似
た
り
、
匕
に
从
ふ（

四
〇
）。」

と
あ
り
、
そ
の
解
釋
を
取
れ
ば
、「
と
り
」

を
指
す
に
し
て
も
「
鳥
」
な
ら
ば
長
尾
、「
隹
」
な
ら
ば
短
尾
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
長
尾
＝
隹
と
い
う
圖
式
は
成
立
し
な
い
。
で
は
な
ぜ
、
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李
陽
冰
は
か
か
る
錯
綜
し
た
解
釋
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
段
玉
裁
は
「
鳥
」「
隹
」
の
二
字
に
つ
い
て
、「
禽
は
、
走

獸
の
緫
名
な
り
。
此
れ
同
じ
か
ら
ざ
る
者
は
、
此
れ
釋
鳥 

二
足
に
し

て
羽 

之
れ
を
禽
と
謂
ふ
に
依
れ
ば
な
り
。
短
尾
を
隹
と
名
づ
け
、
長

尾
を
鳥
と
名
づ
く
。
析
言
せ
ば
則
ち
然
り
。
渾
言
せ
ば
則
ち
別
か
た
ざ

る
な
り

（
四
一
）。」

と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
段
玉
裁
の
解
釋
を
手
が
か
り
と
す

れ
ば
、
別
々
に
分
析
し
て
個
別
具
體
的
に
示
せ
ば
短
尾
・
長
尾
の
別
が

あ
る
が
、
言
語
槪
念
を
分
析
せ
ず
に
實
質
を
捉
え
れ
ば
、
ど
ち
ら
も
禽

で
あ
り
區
別
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
李
陽
冰
は
『
爾
雅
』
と
稱
し
て

そ
の
內
容
を
提
示
し
、「
鳥
」
と
「
隹
」
を
接
續
す
る
こ
と
と
し
た
の

で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。

　

も
う
一
つ
典
據
を
明
示
す
る
も
の
に
「
庚
」
字
が
あ
る
。

「
庚
」
字

【
袪
妄
篇
說
文
】

說
文 

云
ふ
、
秋
時
萬
物
庚
庚
に
し
て
實
有
る
を
𧰼
る
な
り
。

【
李
陽
冰
說
】

陽
冰 

云
ふ
、

に
從
ふ
。

は
人
の
兩
手
を
𧰼
り
、
干
立
し

て
庚
庚
た
る
を
把
る
。
史
記
の
「
大
橫
庚
庚
」
は
是
れ
な
り
。

【
徐
鍇
說
】

臣
鍇 

按
ず
る
に
、
史
記
、
漢
文
帝
の
卜
兆 

大
橫
を
得
た
り
。

其
の
繇
に
曰
く
、「
大
橫
庚
庚
た
り
」
と
。
然
ら
ば
則
ち
庚
庚

と
は
橫
貌
な
り
。
木
實
は
橫
を
以
て
樹
に
箸
く
。
陽
冰
云
ふ
、

兩
手 

干
立
に
把
る
を
庚
庚
と
爲
す
と
。
立
つ
れ
ば
則
ち
竪
た

り
。
豈
に
庚
庚
を
得
ん
や
。
又
た
案
ず
る
に
李
斯 

庚
字
を
篆

す
る
は
、
正
に
許
愼
の
如
く
せ
ば
、
則
ち
陽
冰
の
妄
た
る
を
知

る
な
り

（
四
二
）。

　

「
庚
」
字
の
解
釋
に
お
い
て
も
、
李
陽
冰
は
許
愼
の
解
釋
を
前
提
と

す
る
。
す
な
わ
ち
、
秋
に
な
っ
て
萬
物
が
成
育
し
、
結
實
し
た
樣
を
𧰼

っ
た
字
で
あ
る
と
い
う
解
釋
で
あ
る
。
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
李
陽
冰

は

が
人
の
兩
手
で
あ
る
と
し
、
竿
に
よ
っ
て
實
を
取
る
と
い
う
解
釋

を
行
う
。
そ
し
て
そ
の
用
例
と
し
て
『
史
記
』
文
帝
紀
を
引
く
。
し
か

し
、
こ
の
『
史
記
』
文
帝
紀
の
記
述
は
李
陽
冰
の
主
張
す
る
解
釋
と
合

致
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
文
帝
紀
の
記
述
は
文
帝
が
占
卜
を
行
っ

た
結
果
を
記
し
た
も
の
で
あ
り

（
四
三
）、

許
愼
や
李
陽
冰
が
い
う
「
實
」
の
意

で
は
な
い
。
服
虔
の
註
に
は
「
庚
庚
は
、
橫
貌
な
り

（
四
四
）」
と
あ
り
、
龜
の

甲
羅
に
現
れ
た
橫
紋
で
あ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
李
陽
冰
が
こ
こ
で

取
り
上
げ
た
例
と
し
て
は
自
說
を
證
す
る
根
據
と
な
り
え
な
い
。

　

以
上
二
例
で
は
あ
る
が
、
李
陽
冰
の
文
字
解
釋
に
お
い
て
典
據
を
明



東
洋
の
思
想
と
宗
敎
　

第
三
十
六
號

（ 126 ）

示
し
た
と
し
て
も
そ
の
手
續
に
お
い
て
有
效
な
論
據
と
す
る
に
は
适
さ

な
い
も
の
で
あ
る
。

（
ロ
）
典
據
を
明
示
し
な
い
も
の

　

こ
う
し
た
文
字
の
解
釋
に
お
い
て
典
據
を
明
示
し
な
い
も
、
明
ら
か

に
先
行
す
る
諸
書
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。

「
一
」
の
古
文
解
釋
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

「
一
」
字
（
古
文
）

【
李
陽
冰
說
】

陽
冰
曰
く
、
弋
は
、
質
な
り
。
天
地 
既
に
分
か
た
れ
、
人 

其

の
閒
に
生
じ
、
皆 

形
質
已
に
成
る
。
故
に
一
二
三
は
皆 

弋
に

從
ふ
。

【
徐
鍇
說
】

臣
鍇 

以
爲
へ
ら
く
、
弋 

之
れ
質
と
訓
ず
る
は
、
蒼
・
雅 
未
だ

聞
か
ざ
る
も
、
既
に
云
ふ
、
天
地 

既
に
分
か
た
れ
、
人
其
の

閒
に
生
じ
、
皆 

形
質
已
に
成
れ
り
、
と
。
乃
ち
弋
に
從
ふ
は
、

則
ち
一
二
の
時 

形
質 

禾
成
す
。
何
ぞ
弋
に
從
ひ
、
其
の
謬 

甚

だ
し
き
を
得
ん
や

（
四
五
）。

　

許
愼
の
『
說
文
解
字
』
の
古
文
の
「
一
」
字
に
は
「
古
文
」
と
の
み

あ
り
、
說
解
が
な
い
た
め
、
李
陽
冰
の
解
釋
か
ら
は
じ
ま
る
。

　

許
愼
の
說
解
で
は
、
太
極
よ
り
萬
物
の
生
成
は
開
始
さ
れ
、
衟
は
一

と
い
う
分
化
し
て
い
な
い
狀
態
に
存
立
す
る
。
そ
の
後
、
天
地
が
造
成

分
化
し
、
さ
ら
に
敷
衍
し
て
萬
物
が
敎
化
成
育
す
る
と
す
る
。
こ
の
解

釋
に
つ
い
て
は
、
大
徐
本
『
說
文
解
字
』・『
說
文
解
字
繫
傳
』
と
も
に

同
樣
で
あ
る

（
四
六
）。

こ
の
解
釋
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
太
極
に
つ
い
て
の
議

論
で
あ
る

（
四
七
）。「

造
分
天
地
、
化
成
萬
物
」
に
つ
い
て
は
、『
易
』
繫
辭
上

傳
に
「
是
の
故
に
、
易
に
太
極
有
り
。
是
れ
兩
儀
を
生
じ
、
兩
儀
は
四

𧰼
を
生
じ
、
四
𧰼
は
八
卦
を
生
じ
、
八
卦
は
吉
凶
を
定
め
、
吉
凶
は
大

業
を
生
ず（

四
八
）。」

と
あ
り
、
太
極
よ
り
兩
儀
が
生
じ
、
兩
儀
か
ら
四
𧰼
が

生
ず
る
と
い
う
生
成
變
化
の
過
程
が
示
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
李
陽
冰
の
解
釋
を
檢
討
す
る
と
、
ま
ず
特
筆

す
べ
き
は
「
弋
は
、
質
な
り
」
と
い
う
訓
詁
で
あ
る
。
徐
鍇
も
「
蒼
・

雅 

未
だ
聞
か
」
な
い
と
し
、『
蒼
頡
篇
』
や
『
爾
雅
』
に
も
見
え
な
い

と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
訓
詁
は
管
見
の
限
り
典
據
を
檢
出
で
き
な

い
。
で
は
、こ
の「
質
」と
は
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。『
說

文
解
字
』
が
『
易
』
の
思
想
を
も
と
に
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば

（
四
九
）、『

易
』

に
そ
の
典
據
を
求
め
る
こ
と
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
弋
は
、

質
な
り
」
の
「
質
」
と
は
『
易
』
繫
辭
下
傳
に
あ
る
「
易
の
書
爲
る
や
、
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始
め
を
原
ね
終
り
を
要
め
て
、
以
て
質
と
爲
す
な
り
。
六
爻
相
ひ
雜
は

る
は
、
唯
だ
其
の
時
物
な
り
。
其
の
初
の
知
り
難
く
、
其
の
上
の
知
り

易
き
は
、
本
末
な
り

（
五
〇
）」

を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
繫
辭
下
傳

で
は
『
易
』
が
事
物
の
始
終
を
示
し
、
す
べ
て
を
通
貫
す
る
こ
と
を
本

質
と
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。
で
は
、
な
ぜ
こ
の
『
易
』
の
「
質
」
が
文

字
の
解
釋
に
繫
が
る
の
か
。
そ
れ
は
、『
說
文
解
字
』
の
序
に

　

古
者
、
庖
羲
氏
の
天
下
に
王
た
る
や
、
仰
ぎ
て
は
則
ち
𧰼
を
天

に
觀
て
、
俯
し
て
は
則
ち
法
を
地
に
觀
て
、
鳥
獸
の
文
と
地
の
宜

し
き
と
を
視
て
、
近
く
は
諸
れ
を
身
に
取
り
、
遠
く
は
諸
れ
を
物

に
取
る
。
是
に
於
て
始
め
て
『
易
』
の
八
卦
を
作
り
、
以
て
憲
𧰼

を
垂
る
。
神
農
氏
に
乁
び
て
、
結
繩
も
て
治
と
爲
し
、
而
し
て
其

の
事
を
統
ぶ
。
庶
業 

其
れ
繁
な
り
て
、
餝
僞
萌
生
す
。
黃
帝
の

史
官
た
る
倉
頡
、
鳥
獸
蹄
迒
の
跡
を
見
て
、
分
理
の
相 
別
異
す

可
き
を
知
り
、
初
め
て
書
契
を
造
る
。
百
工 

以
て
乂
ま
り
、
萬

品 

以
て
察
し
、
蓋
し
諸
れ
を
夬
に
取
る
。「
夬
、
王
庭
に
揚
ぐ
」

と
は
、
文
を
言
ふ
は
、
敎
を
宣
べ
て
化
を
王
者
の
朝
庭
に
明
ら
か

に
す
。「
君
子 

祿
を
施
し
て
下
に
乁
す
所
以
は
、
德
に
居
れ
ば
則

ち
忌
む
」
な
り
。
倉
頡 

初
め
て
書
を
作
る
に
、
蓋
し
類
に
依
り

て
形
を
𧰼
る
、故
に
之
れ
を
文
と
謂
ふ
。
其
の
後 

形
聲 

相 

益
し
、

卽
ち
之
を
字
と
謂
ふ
。
文
と
は
、
物
𧰼
の
本
な
り
。
字
と
は
、
孳

乳
し
て
寖
く
多
き
を
言
ふ
な
り

（
五
一
）。

と
あ
り
、『
易
』
に
お
け
る
伏
羲
が
八
卦
を
畫
し
た
際
の
卦
「
文
」
と
、

蒼
頡
が
創
造
し
た
形
を
か
た
ど
っ
た
も
の
が
文
字
の
「
文
」
で
あ
り
、

文
字
の
「
文
」
は
明
ら
か
に
八
卦
の
そ
れ
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
。
文

字
の
「
文
」
は
「
物
𧰼
の
本
」、
す
な
わ
ち
萬
物
を
𧰼
っ
た
本
源
で
あ

る
と
し
、
そ
こ
か
ら
「
孳
乳
し
て
寖
く
多
」
く
な
っ
た
も
の
を
字
と
い

う
。
し
た
が
っ
て
『
易
』
が
六
十
四
卦
に
よ
っ
て
萬
物
を
表
𧰼
し
た
の

に
從
い
、
文
字
も
そ
う
し
た
思
想
の
下
に
存
在
す
る
こ
と
が
、
許
愼
の

序
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
李
陽
冰
の
解
釋
に
あ
る
「
天
地 

既
に
分
か
た
れ
、
人 

其
の

閒
に
生
」
ず
は
、『
週
易
正
義
』
の
「
天
地 

既
に
立
ち
、
人 

其
の
閒
に

生
ず
」
を
踏
ま
え
る
。
こ
れ
は
『
易
』
の
說
卦
傳
「
人
の
衟
を
立
て
て
、

仁
と
義
と
曰
ふ
。
三
才
をつ

ら
ぬき
て
之
れ
を
兩
に
す
。
故
に
易
は
六
畫
に

し
て
卦
を
成
す
。
陰
を
分
か
ち
陽
を
分
か
ち
、
迭た

が

ひ
に
柔
剛
を
用
ふ
。

故
に
易
は
六
位
に
し
て
章
を
成
す（

五
二
）」
に
付
さ
れ
た
疏
で
あ
る
。
孔
穎
逹

の
疏
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

正
義
曰
く
、
天
地 

既
に
立
ち
、
人 

其
の
閒
に
生
ず
。
人
の
衟
を
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立
つ
る
に
、
二
種
の
性
有
り
。
愛
惠
の
仁
と
、
斷
割
の
義
を
曰
ふ

な
り
。
既
に
三
才
の
衟
を
備
ふ
る
も
、
皆 

之
れ
を
兩
に
す
。
易

を
作
る
の
本 

此
の
衟
理
に
順
ひ
、
六
畫
を
須
ひ
て
卦
を
成
す
。

故
に
易
を
作
る
者
、
因
り
て
之
れ
を
重
ね
、
六
畫
を
し
て
卦
を
成

さ
し
む
な
り

（
五
三
）。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
人
は
天
地
の
閒
に
生
じ
、
人
の
衟
を
定
立
す
る
に

お
い
て
は
愛
惠
の
仁
と
、
斷
割
の
義
が
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
圣
人
は

三
才
の
衟
を
成
立
さ
せ
た
が
、
そ
れ
を
二
つ
に
し
、
六
爻
に
よ
っ
て
卦

と
し
た
、と
い
う
。
二
重
下
線
の
「
三
才
」
に
つ
い
て
は
、前
揭
の
『
易
』

の
繫
辭
下
傳
に
「
易
の
書
爲
る
や
、
廣
大
に
し
て
悉
く
備
は
る
。
天
衟

有
り
、
人
衟
有
り
、
地
衟
有
り
。
三
材
を

ね
て
之
れ
を
兩
に
す
。
故

に
六
な
り
。
六
な
る
者
は
、
他
に
非
ず
。
三
材
の
衟
な
り

（
五
四
）」

と
あ
る
の

を
踏
ま
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
一
・
二
・
三
」
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、「
天

衟
」・「
人
衟
」・「
地
衟
」
に
對
應
し
て
い
る
と
考
え
た
た
め
、
李
陽
冰

は
「
皆 

形
質
已
に
成
る
。
故
に
一
二
三
は
皆 

弋
に
從
ふ
」
と
解
釋
し

た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
議
論
を
ま
と
め
る
と
、「
弋
」
自
體
が
始
極
と
終
極
の
閒
に

存
在
す
る
本
「
質
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
古
文
の
字
形
に
お
い
て
「
弋
」

の
下
に
位
置
づ
く
「
一
・
二
・
三
」
は
、「
三
才
」
で
あ
っ
て
、
始
極

と
終
極
の
閒
に
存
在
し
て
い
る
と
し
、「
一
・
二
・
三
」
は
數
は
違
え

ど
も
同
じ
く
「
弋
」
の
下
に
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
異
な
ら
な
い
た
め

「
弋
」
は
「
質
」
で
あ
る
と
い
う
訓
詁
を
與
え
う
る
と
導
出
さ
れ
る
。

　

二
例
目
に
「
日
」
字
の
解
釋
を
見
て
お
く
。
大
徐
本
と
小
徐
本
の
說

解
は
共
通
し
て
お
り

（
五
五
）、

說
解
を
見
る
限
り
で
は
、
日
と
は
「
實
」
で
あ

り
、
太
陽
の
精
氣
は
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
解
釋
に
お
い
て
相

違
は
無
い
と
言
え
る
。
で
は
、
李
陽
冰
は
ど
の
よ
う
に
解
釋
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。「

日
」
字

【
袪
妄
篇
說
文
】

說
文
に
曰
く
、
陽
精 

虧
け
ず
。
口
一
に
從
ふ
。

【
李
陽
冰
說
】

陽
冰
云
ふ
、
古
人 

正
圜
も
て
日
の
形
を
𧰼
る
。
其
の
中
一
點

は
烏
を
𧰼
り
、
口
一
に
非
ず
。
蓋
し
篆
籕 

方
に
其
の
外
に
其

の
點
を
引
く
の
み
。

【
徐
鍇
說
】

臣
鍇
云
ふ
、
古
文
を
妨
ぐ
る
無
し
。
自
ら
日
中 

烏
に
作
る
有

る
者
、
日
中
に
一
を
含
む
も
足
ら
ず
。
譏
る
に
致
る
な
り

（
五
六
）。
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李
陽
冰
は
、
古
人
は
正
圓
を
日
の
形
に
か
た
ど
り
、
そ
の
圓
の
內
側

の
點
は
烏
を
𧰼
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、『
淮
南
子
』
精
神
訓
に
「
日
中

に
踆
烏
有
り
、
而
し
て
月
中
に
蟾
蜍
有
り
。
日
月
其
の
行
を
失
ひ
、
薄

蝕
し
て
光
無
し（

五
七
）」

と
あ
り
、
日
の
輪
の
中
に
う
ず
く
ま
る
三
足
の
烏
が

い
る
と
す
る
說
に
よ
る
。

　

段
玉
裁
は
こ
の
「
日
」
字
の
古
文
の
解
釋
に
つ
い
て
、「

古
文
。

𧰼
形
。〔
葢
し
中
に
烏
有
る
を
𧰼
る
。武
后 

乃
ち
竟
に

に
作
る
も
誤
り
な
り
（
五
八
）〕」

と
し
て
い
る
。
中
央
の
乙
に
つ
い
て
烏
と
す
る
こ
と
は
則
天
武
后
の
誤

り
で
あ
る
と
言
乁
し
て
い
る
。
ま
た
、
則
天
文
字
の
「
日
」
解
釋
を
一

瞥
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

則
天
文
字
は
、
載
初
元
（
六
八
九
）
年
に
十
二
字
を
制
定
し
た
の
を

最
初
と
し
て
以
降
四
囘
に
わ
た
っ
て
追
加
制
定
を
し
た
文
字
で
あ
る
。

藏
中
進
に
よ
る
則
天
文
字
の
分
類
に
よ
れ
ば
、「
日
」
字
は
古
文
復
活

を
企
圖
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る

（
五
九
）。
ま
た
、「
日
」
字
に
お
け
る
「

」
の
「
乙
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
が
問
題
と
な
る
。
藏
中
に
よ
れ

ば
、
こ
う
し
た
文
字
は
馬
王
堆
帛
書
中
に
も
描
か
れ
て
お
り
、
他
に
も

漢
代
の
墓
壁
畫
に
も
見
ら
れ
る
と
い
う

（
六
〇
）。
藏
中
は
こ
れ
に
よ
っ
て
則
天

文
字
の
「

」
は
、
日
輪
中
に
「
踆
烏
」
を
配
し
た
古
文
を
復
活
寀
用

し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
解
釋
の
論
理
的
根
據
は
前
揭
の
『
淮

南
子
』
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

則
天
文
字
と
李
陽
冰
の
解
釋
と
で
重
複
す
る
の
が
、
こ
の
「
日
」
字

一
例
の
み
で
あ
る
た
め
、
李
陽
冰
と
則
天
文
字
の
關
係
性
を
明
確
に
示

し
う
る
も
の
で
は
な
い
が
、
則
天
文
字
の
思
想
の
影
響
下
、
も
し
く
は

同
一
の
指
向
性
を
有
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
と
想
定
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
文
字
解
釋
に
は
、
李
陽
冰
な
り
の
根
據
を
も
っ
て
解
釋
し

た
例
で
あ
る
。
で
は
、
こ
う
し
た
典
據
を
諸
書
に
求
め
る
以
外
に
ど
の

よ
う
に
文
字
解
釋
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
二
）
古
文
・
古
字
の
解
釋
、
あ
る
い
は
字
解
に
古
文
・
古
字
を
用
い
る
。

　

『
說
文
解
字
』
お
よ
び
本
稿
で
扱
っ
て
い
る
『
說
文
解
字
繫
傳
』「
袪

妄
篇
」
に
お
い
て
も
『
說
文
解
字
』
の
字
解
の
標
題
字
と
し
て
、
小
篆

を
揭
出
す
る
。
そ
し
て
、
標
題
字
の
後
に
古
文
や
或
體
と
い
っ
た
字
を

揭
出
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
前
揭
の
「
一
」
や
「
日
」
の
解
釋
の
よ

う
に
古
文
や
籀
文
と
い
っ
た
小
篆
に
先
行
す
る
と
さ
れ
る
書
體
を
用
い

て
文
字
の
解
釋
を
行
っ
て
い
る
例
が
九
例
あ
る
。

「
封
」
字

【
袪
妄
篇
說
文
】

說
文
、
諸
侯
を
爵
す
る
の
土
な
り
。
之
・
土
・
寸
に
從
ふ
。
其

の
制
度
を
守
る
な
り
。



東
洋
の
思
想
と
宗
敎
　

第
三
十
六
號

（ 130 ）

【
李
陽
冰
說
】

陽
冰
云
ふ
、
古
文
の

に
從
ふ
。
古
文
の

は

に
從
ふ
。
一

の
下
土
の
音
は
皇
、
封
に
非
ず
。

【
徐
鍇
說
】

臣
鍇 

以
爲
へ
ら
く
、
之
な
る
者
は
、
受
命
し
て
各

の
其
の

國
土
に
徃
く
な
り
。

の
音
は
皇
。
字
の
之
・
土 

兩
字
之
れ

を
合
す
。
封
字
の
之
・
土
・
寸
の
三
字
、
之
れ
を
合
し
、
較
然

と
し
て
分
か
つ
有
り
。
譏
る
所
に
非
ざ
る
な
り

（
六
一
）。

「
封
」
字
の
解
釋
に
お
い
て
李
陽
冰
は
古
文
の

が

に
從
う
こ
と

を
根
據
と
し
、
許
愼
が
「
之
・
土
・
寸
」
の
三
つ
の
構
成
要
素
か
ら
成

る
と
考
え
て
い
る
も
の
を
「

・
一
・
寸
」
に
よ
る
と
解
釋
し
て
い
る
。

こ
れ
は
古
文
を
用
い
た
解
釋
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
文
字
內
部
の

構
造
を
許
愼
と
は
異
な
ら
せ
て
析
す
る
手
法
は
李
陽
冰
の
文
字
解
釋
の

一
つ
の
特
徵
で
あ
る
が
、先
行
硏
究
で
す
で
に
論
乁
さ
れ
て
い
る
た
め
、

本
稿
で
は
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

　

次
に
「
𠫓
」
字
の
解
釋
を
見
て
お
く
。

　
　

「
𠫓
」
字

【
袪
妄
篇
說
文
】

說
文
、
不
順
に
し
て
忽
ち
出
づ
る
な
り
。
倒
子
に
從
ひ
、
不
孝

の
子 

突
出
す
る
な
り
。

【
李
陽
冰
說
】

陽
冰
云
ふ
、
疏
・
流
の
二
字
、
竝
び
に
古
の

に
從
ふ
。
疏
は

通
な
り
。
流
は
行
な
り
。
豈
に
不
順
な
ら
ん
や
。

【
徐
鍇
說
】

臣
鍇 

以
爲
へ
ら
く
、
疏
・
流 

不
順
に
取
る
に
非
ず
。
蓋
し
出

の
速
疾
に
取
る
の
み
。
子
の
事
、
父
出
で
て
必
ず
吿
ぐ
。
今 

不
順
な
り
。
故
に
忽
然
と
し
て
自
ら
出
づ
。
故
に
速
な
り
。
氷

の
言
ふ
所
、
煩
蕪
な
り
。
今 

復
た
と
は
之
れ
を
載
せ
ざ
る
な

り（
六
二
）。

　

こ
の
文
字
の
解
釋
に
お
い
て
も
李
陽
冰
は
、
古
字
の
字
義
に
依
據
し

て
解
釋
し
よ
う
と
す
る
手
法
を
取
る
。
こ
の
【
袪
妄
篇
說
文
】
で
は
省

略
さ
れ
て
い
る
が
、
大
徐
本
『
說
文
解
字
』・『
說
文
解
字
繫
傳
』
通
釋

篇
で
は
、『
易
』
離
卦
の
「
突
如 

其
れ
來
如
た
り

（
六
三
）」
が
論
據
と
し
て
示

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
許
愼
の
解
釋
に
よ
れ
ば
、
不
孝
で
あ
る
「
倒
子
」

が
原
義
と
し
て
あ
り
、
秩
序
順
序
に
そ
ぐ
わ
な
い
、「
突
如
」
の
意
が

發
生
し
た
と
す
る
。

　

ま
た
、「
𠫓
」
の
或
體
は
「
㐬
」
で
あ
る
。「
𠫓
」
字
は
部
首
字
で
あ
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り
、「
𠫓
」
部
に
は
「
育
・
毓
」
の
二
字
が
屬
す
。「
毓
」
の
重
文
と
し

て
「
疏
」
が
あ
り
、
許
愼
の
解
釋
と
李
陽
冰
の
解
釋
「
疏
は
通
な
り
。

流
行
な
り
」
は
合
致
し
て
い
る
。「
疏
」
字
の
許
愼
の
解
釋
は
「
通
な
り
。

㐬
に
从
ひ
疋
に
从
ふ
、
疋 

亦
聲
な
り

（
六
四
）」

と
す
る
。
ま
た
、「
流
」
は
「

」
の
重
文
で
あ
り
、「

」
は
許
愼
の
說
解
で
は
「
水
行
な
り
。
沝
・

㐬
に
从
ふ
。
㐬
は
、
突
忽
な
り

（
六
五
）」

と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
疏
・
流
の
二

字
が
と
も
に
「
㐬
」
が
意
符
と
な
る
。

　

つ
ま
り
、
李
陽
冰
の
「
𠫓
」
字
解
釋
は
以
下
の
よ
う
な
手
順
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

①
疏
も
流
も「
㐬
」が
共
通
し
た
意
符
で
あ
る
。
②「
疏
」は
通
る
、「
流
」

は
水
の
行
く
樣
で
あ
り
、
と
も
に
秩
序
だ
っ
た
一
方
向
の
運
動
性
を
有

す
る
も
の
で
あ
る
。
③
「
㐬
」
は
「
𠫓
」
の
或
體
で
あ
り
、
そ
も
そ
も

は
「
𠫓
」
が
本
字
で
あ
っ
た
。
④
な
ら
ば
、疏
も
流
も
古
字
で
あ
る
「
𠫓
」

が
本
來
の
意
符
で
あ
り
、
疏
も
流
も
秩
序
だ
っ
た
一
方
向
の
運
動
性
を

有
し
て
い
る
が
、「
𠫓
」
の
解
釋
の
み
「
不
順
」、
す
な
わ
ち
、
運
動
に

逆
ら
う
と
い
う
義
で
あ
る
の
は
解
釋
と
し
て
一
貫
性
が
な
い
。
⑤
そ
の

た
め
「
𠫓
」
字
も
「
不
順
」
で
は
な
く
秩
序
だ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
解
釋
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
「
亥
」
字
の
解
釋
を
み
る
。

「
亥
」
字

【
袪
妄
篇
說
文
】

說
文 

曰
く
、二
は
、古
文
の
上
字
。
一
人
の
男
、一
人
の
女
た
り
。

乙
に
從
ひ
、
子
を
懷
き 

咳
咳
た
る
の
形
を
𧰼
る
。

【
李
陽
冰
說
】

陽
冰 

曰
く
、
古
文 

豕
の
形
に
𧰼
る
に
本
づ
き
、
諸
義 

之
れ
を

穿
鑿
す
る
の
み
。

の
古
文
は

な
り
、
豕
に
從
ふ
。

陽
冰 

曰
く
、
豕
の
一
畫
を
減
ず
る
を
𧰼
る
に
本
づ
く
の
み
。

篆
文 

乃
ち
二
首
六
身
に
從
ふ
。

【
徐
鍇
說
】

臣
鍇 

以
爲
へ
ら
く
、
二
首
六
身
は
、
丘
明 

記
す
所
の
史
趙
の

言
ふ
所
な
り
。
豈
に
之
れ
を
穿
鑿
と
謂
ふ
を
得
ん
や
。
蓋
し
古

の
篆
文
文
體
は
互
ひ
に
變
ず
。
謹
ん
で
按
ず
る
に『
孔
子
家
語
』

の
子
夏 

聞
く
な
ら
く
史
を
讀
み
て
、「
三
豕 

河
を
渡
る
」
は
、

已
に
誤
り
と
知
る
な
り
。
三

誤
と
爲
し
、
豕
と
爲
す
。
然
ら

ば
則
ち
古
文
の

 

當
に

に
作
る
べ
き
な
り
。
史
趙
の
云
ふ

所
の
、「

 

二
首
六
身
有
る
」
に
乁
べ
ば
、則
ち
篆
文

と
爲
す
。

杜
預
註
に
云
ふ
、「
下
は

、
上
は
二
、
畫
竪
身
旁
に
置
く
」
は
、

則
ち
㫄
六
の
如
き
な
り

（
六
六
）。
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こ
の
字
の
解
釋
に
お
い
て
も
李
陽
冰
は
、
古
文
に
基
づ
い
て
解
釋
を

試
み
て
い
る
。「
亥
」
字
は
說
文
の
五
百
四
十
あ
る
部
首
の
う
ち
、
最

後
の
部
首
に
位
置
づ
く
。

　

ま
ず
【
袪
妄
篇
說
文
】
で
は
、「
亥
」
字
上
部
の
「
二
は
、古
文
の
上
字
」

と
解
釋
す
る
。
二
の
上
下
の
橫
畫
の
線
を
そ
れ
ぞ
れ
を
男
と
女
と
に
配

當
す
る
。
そ
し
て
子
を
抱
い
て
、
そ
の
子
が
「
咳
咳
」、
す
な
わ
ち
笑

っ
て
い
る
樣
子
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
對
し
て
李
陽

冰
は
、「
亥
」
字
は
「
豕
」
字
の
古
文
に
從
う
と
す
る
。
こ
れ
は
李
陽

冰
が
無
根
據
に
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
亥
」
の
重
文
に
「
亥
」

の
古
文
が
揭
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
說
解
に
「
古
文
の
亥 

豕
と
爲
す
。

與
に
豕
は

に
同
じ
。
而
し
て
子
を
生
じ
て
復
た
一
起
に
從
ふ（

六
七
）」

と
あ

り
、
古
文
に
お
い
て
は
「
亥
」
と
「
豕
」
が
同
樣
で
あ
っ
た
と
解
釋
す

る
こ
と
に
よ
る
。

　

「
二
首
六
身
に
從
ふ
」
は
、
徐
鍇
も
言
乁
し
て
い
る
よ
う
に
『
春
秋

左
氏
傳
』
襄
公
傳
三
十
年
の
「

に
二
首
六
身
有
り
。
二
を
下
し
て
身

の
如
く
せ
ば
、
是
れ
其
の
日
數
な
り
。
士
文
伯
曰
く
、
然
ら
ば
則
ち
二

萬
二
千
六
百
有
六
旬
な
り
と

（
六
八
）」
を
指
す
。『
春
秋
左
氏
傳
』
に
お
け
る

議
論
は
、
あ
る
老
人
の
名
で
あ
る
亥
字
は
、
首
の
二
が
あ
り
、
下
の
身

の
部
分
は
六
で
あ
る
。
二
を
お
ろ
し
て
六
と
竝
べ
れ
ば
二
萬
二
千
六
百

六
〇
日
を
得
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
單
な
る
數
字
上
の

問
題
で
は
な
く
、
算
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
文
字

を
分
解
し
て
そ
れ
を
見
立
て
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
徐
鍇
は
亥

の
義
で
は
な
い
と
す
る
。

　

以
上
三
例
を
檢
討
し
た
が
、
そ
の
文
字
解
釋
に
お
い
て
小
篆
に
先
立

つ
と
さ
れ
る
古
文
・
古
字
に
そ
の
解
釋
の
根
據
を
求
め
よ
う
と
す
る
李

陽
冰
の
思
惟
が
看
取
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
李
陽
冰
が
行
っ
た
刋
定
作
業
に
つ
い
て
、
そ
の
文
字
解
釋

の
手
法
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
。
本
稿
で
扱
っ
た
徐
鍇
の
『
說
文

解
字
繫
傳
』
袪
妄
篇
に
見
え
る
李
陽
冰
の
說
は
、
わ
ず
か
に
五
十
四
例

で
あ
り
、『
說
文
解
字
』
す
べ
て
の
標
題
字
、
九
三
五
三
字
か
ら
す
れ

ば
わ
ず
か
〇
．
五
％
に
過
ぎ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
は
李
陽
冰
な

り
の
理
論
を
有
し
た
上
で
文
字
解
釋
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
き

た
。

　

ま
ず
、
典
據
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
典
據
を
示
し
て
い
て
も
出
典
の

確
證
性
の
低
さ
、
解
釋
と
實
例
の
齟
齬
に
よ
り
、
そ
れ
が
有
效
に
⺇
能

し
て
い
な
か
っ
た
。
一
方
で
典
據
を
示
さ
な
い
も
、
そ
の
文
字
解
釋
に

は
諸
書
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
李
陽
冰
の
文
字
解

釋
は
許
愼
の
說
解
を
踏
ま
え
た
上
で
行
わ
れ
て
い
た
部
分
も
認
め
ら
れ
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る
。

　

次
に
古
文
・
古
字
に
よ
る
解
釋
で
あ
る
。
こ
の
手
法
は
許
愼
も
用
い

な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
許
愼
が
古
文
・
古
字
を
用
い
ず
に
解
釋
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
古
文
・
古
字
に
よ
っ
て
解
釋
し
よ
う

と
試
み
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
李
陽
冰
の
文
字
解
釋
が
あ
る
一
方
で
、「
新
義
」
を
出
だ

さ
ん
と
す
る
あ
ま
り
、
根
據
未
詳
の
「
臆
說
」
と
捉
え
ら
れ
る
解
釋
が

あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。
か
か
る
文
字
解
釋
ば
か
り
が
異
說
と
し
て
受

容
さ
れ
、
後
世
の
小
學
者
か
ら
こ
と
ご
と
く
排
擊
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
排
擊
を
念
頭
に
置
い
た
舊
來
の
評
價
か
ら
視
點
を
轉
換
し

た
と
き
、
李
陽
冰
の
文
字
解
釋
の
手
法
と
は
解
釋
史
の
一
つ
の
可
能
性

と
し
て
立
ち
現
れ
る
。
そ
れ
は
李
陽
冰
が
篆
書
で
石
經
を
建
て
ん
と
奏

上
し
た
こ
と
や
、
篆
書
で
多
く
の
碑
を
書
丹
し
た
と
い
う
、
經
學
の
尊

重
・
李
陽
冰
の
書
作
觀
に
結
合
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
李
陽
冰
の
營
爲

と
は
、
古
文
字
・
古
文
復
興
の
一
つ
の
形
で
あ
り
、
篆
書
を
實
際
に
書

く
こ
と
で
そ
れ
を
表
𧰼
し
つ
つ
、
そ
の
思
想
的
背
景
と
し
て
『
說
文
解

字
』
の
「
刋
定
」
作
業
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
註
釋
】

（
一
）
　

有
子
曰
、
其
爲
人
也
孝
弟
、
而
好
犯
上
者
、
鮮
矣
。
不
好
犯
上
、
而

好
作
亂
者
、
未
之
有
也
。
君
子
務
本
、
本
立
而
衟
生
。
孝
弟
也
者
、
其

爲
仁
之
本
與
。（『
論
語
』
學
而
篇
）

（
二
）
　

『
易
』
繫
辭
上
傳
に
「
圣
人
有
以
見
天
下
之
賾
、
而
擬
諸
其
形
容
、

𧰼
其
物
宜
、
是
故
謂
之
𧰼
」
を
踏
ま
え
る
。

（
三
）
　

蓋
文
字
者
、
經
藝
之
本
、
王
政
之
始
。
前
人
所
以
垂
後
、
後
人
所
以

識
古
。
故
曰
、本
立
而
衟
生
、知
天
下
之
至
賾
而
不
可
亂
也
。
今
敘
篆
文
、

合
以
古
籀
、
愽
采
通
人
、
至
於
小
大
。
信
而
有
證
、
稽
譔
其
說
、
將
以

理
群
類
、解
謬
誤
、曉
學
者
、逹
神
旨
。
分
別
部
居
、不
相
雜
廁
也
。（
許

愼
『
說
文
解
字
』
十
五 

許
序
）

（
四
）
　

魏
晉
南
北
朝
期
の
字
書
と
し
て
は
、
晉
の
呂
忱
の
『
字
林
』（
散
逸
）、

梁
の
顧
野
王
『
玉
篇
』
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
『
說
文
解
字
』
を
承

け
た
も
の
で
は
あ
る
が
、『
說
文
解
字
』
自
體
を
硏
究
し
た
も
の
で
は

な
い
。

（
五
）
　

南
北
朝
期
に
お
け
る
文
字
解
釋
は
南
北
に
お
い
て
差
が
あ
り
、
な
お

か
つ
俗
字
が
多
く
創
出
さ
れ
た
。
顏
之
推
『
顏
氏
家
訓
』
書
證
篇
お
よ

び
雜
藝
篇
を
參
照
。

（
六
）
　

『
說
文
解
字
』
の
寫
本
は
、
木
部
斷

と
口
部
斷

の
二
種
が
あ
り
、

木
部
斷

は
莫
友
芝
舊
藏
で
あ
る
。
口
部
斷

に
つ
い
て
は
平
子
本
・

西
川
本
・
東
京
古
典
會
本
の
三
種
が
現
存
し
て
い
る
。
口
部
斷

に
つ

い
て
は
、
高
久
由
美
「『
說
文
解
字
』
祖
本
へ
の
接
近
（
上
）
︱
小
篆

の
字
形
を
中
心
と
し
て
」（『
縣
立
新
潟
女
子
短
期
大
學
硏
究
紀
要
』
三
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六
、一
九
九
九
年
）、福
田
哲
之
「
唐
寫
本
『
說
文
解
字
』
口
部
斷

論
考
」

（『
書
學
書
衟
史
硏
究
』
一
三
、
二
〇
〇
三
年
）
が
あ
る
。

（
七
）
　

た
と
え
ば
、
李
陽
冰
の
解
釋
が
後
世
に
與
え
た
影
響
と
し
て
、
王
念

孫
は
『
王
氏
讀
說
文
記
』
で
李
陽
冰
の
音
聲
解
釋
に
影
響
さ
れ
て
徐
鉉

の
『
說
文
解
字
』
で
音
聲
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
を
擧
げ
る
。

（
八
）
　

金
釋
齡
『
劬
書
室
遺
集
』
所
收
。

（
九
）
　

週
祖
謨
『
門
學
集
』（
下
）（
中
華
書
店
、
一
九
六
六
年
）
所
收
。

一
〇
　

本
稿
に
お
け
る
大
徐
本
『
說
文
解
字
』
は
孫
星
衍
一
點
一
行
本
を
も

と
に
し
た
陳
昌
治
改
刻
本
を
用
い
る
。

一
一
　

唐
大
歷
中
、
李
陽
冰
篆
迹
殊
絶
、
獨
冠
古
今
。
自
云
、
斯
翁
之
後
、

直
至
小
生
。
此
言
爲
不
妄
矣
。
於
是
刋
定
說
文
、
修
正
筆
法
。
學
者
師

慕
、
篆
籀
中
興
。
然
頗
排
斥
許
氏
、
自
爲
臆
說
。
夫
以
師
心
之
見
、
破

先
儒
之
祖
述
、
豈
圣
人
之
意
乎
。
今
之
爲
字
學
者
、
亦
多
從
陽
冰
之
新

義
、所
謂
貴
耳
賤
目
也
。（『
說
文
解
字
』（
大
徐
本
）
卷
十
五 

徐
鉉
「
進

說
文
解
字
表
」）

一
二
　

本
稿
に
お
け
る
『
說
文
解
字
繫
傳
』
は
、
淸
・
衟
光
年
閒
祁
嶲
藻
刻

本
を
底
本
と
す
る
。

一
三
　

一
說
で
は
李
陽
冰
は
李
潮
と
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。
福

本
雅
一
「
李
潮
あ
る
い
は
李
陽
冰
」（『
零
箋
集
』
二
玄
社
、
一
九
八
六

年
）
を
參
照
。

一
四
　

生
卒
年
に
つ
い
て
は
、
二
說
あ
る
が
本
稿
で
は
、
戶
崎
哲
彥
「
李
陽

冰
事
跡
考（
上
） 

唐
代
文
人
・
李
陽
冰
と
そ
の
週
邊
」（『
島
大
言
語
文

化 

島
根
大
學
法
文
學
部
紀
要
』
言
語
文
化
學
科
編 

一
五
、
二
〇
〇
三

年
）、
戶
崎
哲
彥
「
李
陽
冰
事
跡
考（
下
） 

唐
代
文
人
・
李
陽
冰
と
そ
の

週
邊
」（『
島
大
言
語
文
化 

島
根
大
學
法
文
學
部
紀
要
』
言
語
文
化
學

科
編 

一
六
、
二
〇
〇
四
年
）
の
說
に
從
う
。

一
五
　

「
述
書
賦
註
」
が
い
ず
れ
の
時
期
に
付
さ
れ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
。

し
か
し
、『
述
書
賦
』
の
成
立
以
降
で
あ
り
、
李
陽
冰
が
存
命
中
に
付

さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

一
六
　

李
陽
冰
、
趙
郡
人
、
父
雍
門
湖
城
令
。
冰
兄
弟
五
人
、
皆
負
詞
學
、

工
于
小
篆
。（
竇
臮
『
述
書
賦
』
卷
下 

附
竇
蒙
註
）

一
七
　

『
崇
文
總
目
』
卷
一
に
「
說
文
字
源
一
卷
　

原
釋
唐
李
騰
集
、
初
李

陽
冰
爲
滑
州
節
度
使
、
李
勉
篆
新
驛
記
、
賈
耽
鎭
滑
州
、
見
陽
冰
書
、

歎
其
精
絶
。
因
命
陽
冰
姪
騰
、
集
許
愼
說
文
目
錄
五
百
餘
字
刋
於
石
、

以
爲
世
法
云
。」
と
あ
り
、
李
騰
も
篆
書
に
通
曉
し
て
い
た
こ
と
が
窺

え
る
。
な
お
、
李
陽
冰
の
詳
細
な
經
歷
に
つ
い
て
は
朱
關
田
の
『
唐
代

書
法
家
年
譜
』（
江
蘇
敎
育
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
我
が
國
で
は
戶

崎
哲
彥
の
「
李
陽
冰
事
蹟
考
」（
上
）（『
島
大
言
語
文
化
』
一
五
、
二

〇
〇
三
年
）（
下
）（『
島
大
言
語
文
化
』
一
六
、二
〇
〇
三
年
）
を
參
照
。

一
八
　

唐
李
陽
冰
、
趙
郡
人
、
好
古
善
屬
文
。
嘗
令
當
塗
、
李
白
徃
依
之
、

贈
以
詩
曰
、
落
筆
灑
篆
文
、
崩
雲
使
人
驚
。
吐
辭
又
炳
煥
、
五
色
夢
華

星
。
歷
官
集
賢
院
學
士
、
晩
爲
將
作
少
監
。
韓
退
之
稱
曰
李
監
、
是
也
。

陽
冰
篆
品
入
神
。（
朱
長
文
『
續
書
斷
』
上 

神
品
）

一
九
　

『
全
唐
詩
』
卷
一
七
一 

第
五
册 

李
白
「
獻
從
叔
當
塗
宰
陽
冰
」

二
〇
　

李
陽
冰
の
官
歷
に
つ
い
て
は
前
揭
の
戶
崎
の
論
に
よ
れ
ば
、
以
下
の

通
り
の
仕
官
の
順
と
な
る
。
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三
十
三
歲
（
天
寶
十
五
載
（
七
五
六
年
））
　

潤
州
江
甯
縣
尉

　

三
十
四
歲
（
至
德
二
載
（
七
五
七
年
））
　

江
甯
郡
江
甯
縣
尉

　

三
十
六
歲
（
乾
元
二
（
七
五
六
）
年
）
　

括
州
縉
雲
縣
令

　

三
十
九
歲
（
上
元
三
（
七
六
二
）
年
）
　

宣
州
當
塗
縣
令

　

五
十
一
歲
（
大
曆
九
（
七
七
四
）
年
）
　

京
兆
府
戶
曹
參
軍
事

　

五
十
六
（
？
）
五
十
七
歲
（
大
曆
十
四
（
七
七
九
）
年
ま
た
は
建
中
元
（
七

　
　
　
　

八
〇
）
年
））
　
　
　
　
　
　

國
子
監
丞
・
集
賢
院
直
學
士

　

六
十
一
歲
（
興
元
元
（
七
八
四
）
年
）
　

將
作
少
監
・
集
賢
院
學
士

　

六
十
二
歲
（
興
元
二
（
七
八
五
）
年
）
　

祕
書
少
監
【
こ
の
歲
に
死
去
】

二
一
　

前
揭
戶
崎
論
文
に
よ
れ
ば
、
大
曆
十
（
七
七
五
）
年
に
「
國
學
新
修

五
經
壁
書
」
の
事
業
が
張
參
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
石
經
と
壁
書

の
差
は
あ
る
が
李
陽
冰
の
建
議
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

二
二
　

雅
好
書
石
、
魯
公
之
碑
、
陽
冰
多
題
其
額
。
觀
其
遺
刻
、
如
太
阿
・

龍
泉
橫
倚
寶
匣
、
華
峰
・
崧
極
新
浴
秋
露
、
不
足
爲
其
威
光
峭
拔
也
。

或
謂
之
蒼
頡
後
身
。
嘗
貽
書
李
夫
人
、
刻
石
作
篆
、
備
書
六
經
、
立
于

明
堂
、
不
刋
之
典
、
號
曰
、
大
唐
石
經
。
使
百
代
之
後
、
無
所
損
益
。

是
時
四
方
亂
離
、
執
政
者
以
爲
迂
、
而
陽
冰
之
志
不
克
就
、
後
之
人
將

安
師
仰
乎
。（
姜
虁
『
續
書
斷
』
下
）

二
三
　

誠
願
刻
石
作
篆
、
備
書
六
經
、
立
於
明
堂
、
爲
不
刋
之
典
、
號
曰
大

唐
石
經
。
使
百
代
之
後
、
無
所
損
益
仰
明
朝
之
洪
烈
、
法
高
代
之
盛
事
、

死
無
恨
矣
。（
李
陽
冰
「
上
李
大
夫
論
古
篆
書
」『
全
唐
文
』
卷
四
三
七
）

二
四
　

李
大
夫
に
つ
い
て
は
、
傅
璇
琮
は
李
勉
と
し
、
朱
關
田
は
李
涵
と
す

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
人
物
が
斷
定
で
き
な
い
た
め
、
本
論
考
で
は
そ

の
ま
ま
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
五
　

な
お
、
李
陽
冰
の
み
が
石
經
の
上
奏
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

そ
の
前
後
に
も
石
經
建
立
の
建
議
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
前

揭
戶
崎
論
文
參
照
。

二
六
　

傅
璇
琮
は
「
上
李
大
夫
論
古
篆
書
」
を
大
曆
三
年
（
七
六
八
）
の
作

と
し
、
朱
關
田
は
大
曆
七
年
（
七
九
一
）
の
作
と
す
る
。

二
七
　

書
名
に
異
同
が
あ
り
、
朱
長
文
『
墨
池
編
』
卷
一
で
は
「
唐
林
罕
小

說
序
」
と
し
、『
全
唐
文
』
で
は
「
林
氏
字
源
編
小
說
序
」
と
し
、『
郡

齋
讀
書
志
』
で
は
「
林
氏
小
說
三
卷
」
と
し
、『
宋
書
』
藝
文
志
で
は
「
字

源
偏
傍
小
說
三
卷
」
と
し
、
い
ず
れ
も
一
定
し
な
い
。
い
ま
『
全
唐
文
』

に
從
う
。

二
八
　

惟
太
尉
祭
酒
許
愼
、
取
其
形
類
、
作
偏
傍
條
例
十
五
卷
、
名
之
曰
說

文
、
頗
有
遺
漏
、
呂
忱
又
作
字
林
五
卷
、
以
補
其
闕
。
洎
三
國
之
後
、

歷
晉
秦
陳
隋
書
甚
行
、
篆
書
殆
將
泯
滅
、
至
唐
將
作
少
監
李
陽
冰
、
就

許
氏
說
文
復
加
刋
正
、
作
三
十
卷
。
今
之
所
行
者
是
也
。（
林
罕
「
林

氏
字
源
編
小
說
序
」『
全
唐
文
』
卷
八
百
八
十
九
）

二
九
　

賴
惟
勤
『
說
文
入
門
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
三
年
）
で
も
『
說

文
解
字
繫
傳
』
は
李
陽
冰
の
『
刋
定
說
文
』
を
元
に
し
た
と
述
べ
る
。

三
〇
　

『
崇
文
總
目
』
卷
一
に
「
說
文
二
十
卷
　

許
愼
撰
李
陽
冰
刋
定
」
と

あ
る
。

三
一
　

自
許
愼
至
是
、
作
刋
定
說
文
三
十
卷
、
以
紀
其
學
。
人
指
以
爲
蒼
頡

後
身
。（『
宣
和
書
譜
』
卷
二
）

三
二
　

阿
辻
哲
次
『「
漢
字
學
」『
說
文
解
字
』
の
世
界
』（
東
海
大
學
出
版
局
、
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一
九
八
六
年
）
を
參
照
。
ま
た
賴
惟
勤
『
說
文
入
門
』（
大
修
館
書
店
、

一
九
八
三
年
）
を
參
照
。

三
三
　

こ
の
ほ
か
に
『
說
文
解
字
繫
傳
』
の
通
釋
篇
に
も
九
例
見
え
、
徐
鍇

の
『
說
文
解
字
』
に
は
一
一
例
見
え
、
重
複
を
省
く
と
全
部
で
六
八
例

見
え
る
。
ま
た
、『
六
書
故
』
に
も
重
複
を
除
け
ば
二
三
例
見
え
る
。

三
四
　

王
初
慶
「
試
由
《
說
文
繫
傳
・
袪
妄
》
蠡
測
李
陽
冰
之
說
文
刋
本
」

『
第
三
屆
中
國
文
字
學
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』（
輔
仁
大
學
出
版
社
、

一
九
九
二
年
）

三
五
　

史
文
磊
・
金
碩
「
李
陽
冰
刋
改
『
說
文
』
之
統
計
分
析
」（『
宜
賓
學

院
學
報
』、
二
〇
〇
六
年
）

三
六
　

大
迫
正
一
「
李
陽
冰
に
つ
い
て
の
考
察
：
文
獻
を
中
心
に
」（『
九
州

女
子
大
學
紀
要
』
人
文
・
社
會
科
學
編 
四
二（
三
）、
二
〇
〇
六
年
）

た
だ
し
、
こ
の
大
迫
の
硏
究
は
通
釋
篇
の
十
四
字
と
白
川
靜
に
よ
る
文

字
解
釋
を
竝
べ
て
檢
討
し
た
に
す
ぎ
ず
、
論
證
の
手
續
き
に
お
い
て
粗

略
の
感
が
否
め
な
い
。

三
七
　

說
文
之
學
久
矣
。
其
說
有
不
可
得
而
詳
者
。
通
識
君
子
所
宜
詳
而
論

之
。
楚
夏
殊
音
、
方
俗
異
語
。
六
（
音
）〔
書
〕
之
內
形
聲
居
多
、
其

會
意
之
字
、
學
者
不
了
。
鄙
近
傳
寫
多
妄
加
聲
字
。
篤
論
之
士
所
宜
隱

括
。
而
李
陽
冰
隨
而
譏
之
、以
爲
己
力
、不
亦
誣
乎
。
自
切
韻
玉
篇
之
興
、

說
文
之
學
湮
廢
冺
沒
、
能
省
讀
者
、
不
能
二
三
。
弃
本
遂
末
、
乃
至
於

此
沮
誦
逾
遠
。
許
愼
不
作
、
世
之
知
者
（
有
可
以
）〔
所
〕
振
之
可
也
。

前
代
學
者
所
譏
文
字
蓋
亦
有
矣
。
中
興
書
闕
、
不
可
得
盡
。
此
蓋
作
者

之
冠
冕
而
後
來
之
妄
。
故
臣
今
略
記
所
憶
作
祛
妄
篇
。（『
說
文
解
字
繫

傳
』
卷
三
十
六 

袪
妄
篇
）
な
お
、「
六
音
」
は
文
意
に
よ
り
「
六
書
」

に
改
め
た
。
そ
の
他
以
下
袪
妄
篇
の
引
用
に
お
い
て
の
校
勘
は
校
勘
記

に
從
っ
て
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

三
八
　

明
確
に
分
類
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
便
宜
的
に
分
類
し
た

も
の
で
あ
る
。
文
字
を
分
解
し
て
解
釋
し
て
い
る
も
の
は
重
複
し
た
も

の
と
み
な
し
計
上
し
た
。
そ
の
う
ち
、
重
複
を
許
し
て
數
え
る
と
形
に

關
す
る
も
の
が
二
十
五
字
、
義
に
つ
い
て
が
三
十
字
、
音
に
つ
い
て
が

六
字
と
な
る

三
九
　

說
文
云
、鳥
之
短
尾
惣
名
。
陽
冰
云
、鳥
之
總
稱
。
爾
雅
長
尾
而
從
隹
、

知
非
短
尾
之
稱
。
臣
鍇
以
爲
、
本
註
當
言
總
名
脫
亦
一
字
爾
。
不
然
者
、

許
愼
、
豈
如
此
之
疏
乎
。（『
說
文
解
字
繫
傳
』
袪
妄
篇
）

四
〇
　

長
尾
禽
總
名
也
。
𧰼
形
。
鳥
之
足
似
匕
、
从
匕
。（『
說
文
解
字
』
卷

五 

鳥
部
鳥
字
）

四
一
　

禽
、
走
獸
緫
名
。
此
不
同
者
。
此
依
釋
鳥
二
足
而
羽
謂
之
禽
也
。
短

尾
名
隹
。
長
尾
名
鳥
。
析
言
則
然
。
渾
言
則
不
別
也
。（
段
玉
裁
『
說

文
解
字
註
』
四
上 

鳥
部 

鳥
）

四
二
　

說
文
云
、〔
𧰼
〕
秋
時
萬
物
庚
庚
有
實
也
。
陽
冰
云
、
從

。

𧰼

人
兩
手
、
把
干
立
庚
庚
。
然
史
記
大
橫
庚
庚
是
也
。
臣
鍇
按
、
史
記
漢

文
帝
卜
（
得
兆
正
橫
）〔
兆
得
大
橫
〕。
其
繇
曰
、
大
橫
庚
庚
。
然
則
庚

庚
橫
貌
也
。
木
實
以
橫
箸
樹
。
陽
冰
云
、
兩
手
把
干
立
爲
庚
庚
。
立
則

竪
矣
。
豈
得
庚
庚
乎
。
又
案
李
斯
篆
庚
字
、
正
如
許
愼
、
則
知
陽
冰
妄

也
。（『
說
文
解
字
繫
傳
』
袪
妄
篇
）

四
三
　

占
曰
、
大
橫
庚
庚
、
余
爲
天
王
、
夏
啓
以
光
。（『
史
記
』
卷
十 

本
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紀 

孝
文
本
紀
）

四
四
　

註
四
三
の
箇
所
に
付
さ
れ
た
『
史
記
集
解
』
に
引
く
服
虔
註
に
「
庚

庚
、
橫
貌
也
。」
と
あ
る
。

四
五
　

陽
冰
曰
、
弋
、
質
也
。
天
地
既
分
、
人
生
其
閒
、
皆
形
質
已
成
。
故

一
二
三
皆
從
弋
。
臣
鍇
以
爲
、
弋
之
訓
質
。
蒼
雅
未
聞
既
云
、
天
地
既

分
、
人
生
其
閒
、
皆
形
質
已
成
。
乃
從
弋
、
則
一
二
之
時
形
質
禾
成
。

何
得
從
弋
、
其
謬
甚
矣
。（『
說
文
解
字
繫
傳
』
袪
妄
篇
）

四
六
　

惟
初
太
極
、
衟
立
於
一
、
造
分
天
地
、
化
成
萬
物
。（『
說
文
解
字
繫

傳
』
通
釋
一
）
惟
初
太
始
、
衟
立
于
一
、
造
分
天
地
、
化
成
萬
物
。（
大

徐
本
『
說
文
解
字
』
一
上
）

四
七
　

太
極
に
つ
い
て
は
、『
週
易
乾
鑿
度
』（（
　

）
は
鄭
玄
註
）
に
「
孔
子
曰
、

易
始
於
太
極
（
氣
𧰼
未
分
之
時
。
天
地
之
所
始
也
。）
太
極
分
而
爲
二

（
七
九
八
六
）。
天
地
有
春
秋
鼕
夏
之
節
、
故
生
四
時
。
四
時
各
有
陰
陽

剛
柔
之
分
、
故
生
八
卦
。
八
卦
成
列
天
地
之
衟
、
立
雷
風
水
火
山
澤
之

𧰼
定
矣
。」
と
あ
り
、『
易
』
の
始
原
は
太
極
に
あ
る
と
し
、
渾
然
未
分

化
の
狀
態
に
生
じ
る
と
す
る
。
ま
た
、『
禮
記
』
禮
運
に
「
是
故
夫
禮
、

必
本
於
大
一
、
分
而
爲
天
地
、
轉
而
爲
陰
陽
、
變
而
爲
四
時
、
列
而
爲

鬼
神
。」
と
あ
る
。

四
八
　

是
故
、
易
有
太
極
。
是
生
兩
儀
、
兩
儀
生
四
𧰼
、
四
𧰼
生
八
卦
、
八

卦
定
吉
凶
、
吉
凶
生
大
業
。（『
易
』
繫
辭
上
傳
）

四
九
　

『
說
文
解
字
』
が
『
易
』
に
基
づ
く
書
で
あ
る
こ
と
は
、
福
田
襄
之

介
「
說
文
解
字
と
易
の
關
係
」（
福
田
襄
之
介
『
中
國
字
書
史
の
硏
究
』

明
治
書
院
、
一
九
七
八
年
所
收
）
を
參
照
。

五
〇
　

易
之
爲
書
也
、
原
始
要
終
、
以
爲
質
也
。
六
爻
相
雜
、
唯
其
時
物
也
、

其
初
難
知
、
其
上
易
知
、
本
末
也
。（『
易
』
繫
辭
下
傳
）

五
一
　

古
者
庖
羲
氏
之
王
天
下
也
、
仰
則
觀
𧰼
於
天
、
俯
則
觀
法
於
地
、
視

鳥
獸
之
文
與
地
之
宜
、
近
取
諸
身
、
遠
取
諸
物
。
於
是
始
作
『
易
』
八

卦
、
以
垂
憲
𧰼
。
乁
神
農
氏
、
結
繩
爲
治
、
而
統
其
事
。
庶
業
其
繁
繁
、

餝
僞
萌
生
。
黃
帝
史
官
倉
頡
、
見
鳥
獸
蹄
迒
之
跡
、
知
分
理
之
可
相
別

異
也
、
初
造
書
契
。
百
工
以
乂
、
萬
品
以
察
、
蓋
取
諸
夬
。
夬
、
揚
於

王
庭
、
言
文
者
、
宣
敎
明
化
於
王
者
朝
庭
。
君
子
所
以
施
祿
乁
下
、
居

德
則
忌
也
。
倉
頡
之
初
作
書
、
蓋
依
類
𧰼
形
、
故
謂
之
文
。
其
後
形
聲

相
益
、
卽
謂
之
字
。
文
者
、
物
𧰼
之
本
。
字
者
、
言
孳
乳
而
寖
多
也
。

著
於
竹
帛
謂
之
書
。
書
者
、
如
也
。（『
說
文
解
字
』
十
五 

許
序
）

五
二
　

立
人
之
衟
、
曰
仁
與
義
。

三
才
而
兩
之
。
故
易
六
畫
而
成
卦
。
分

陰
分
陽
、
迭
用
柔
剛
。
故
易
六
位
而
成
章
。（『
易
』
說
卦
傳
）

五
三
　

正
義
曰
、
天
地
既
立
、
人
生
其
閒
。
立
人
之
衟
、
有
二
種
之
性
。
曰

愛
惠
之
仁
、
與
斷
刮
之
義
也
。
既
備
三
才
之
衟
、
而
皆
兩
之
。
作
易
本

順
此
衟
理
、
須
六
畫
成
卦
。
故
作
易
者
、
因
而
重
之
、
使
六
畫
而
成
卦

也
。（『
週
易
正
義
』
說
卦
傳 

孔
穎
逹
疏
）

五
四
　

易
之
爲
書
也
、
廣
大
悉
備
、
有
天
衟
焉
、
有
人
衟
焉
、
有
地
衟
焉
。

三
材
而
兩
之
、故
六
。
六
者
非
他
。
三
材
之
衟
也
。（『
易
』繫
辭
下
傳
）

五
五
　

實
也
。
太
陽
之
精
不
虧
。
从
囗
一
。
𧰼
形
。（
大
徐
本
『
說
文
解
字
』 

七
上
「
日
部
」）
實
也
。
太
陽
之
精
不
虧
。
從
口
一
。（『
說
文
解
字
繫
傳
』

 
通
釋
十
三
）

五
六
　

說
文
曰
、
陽
精
不
虧
從
口
一
。
陽
冰
云
、
古
人
正
圜
𧰼
日
形
。
其
中
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一
點
、
𧰼
烏
非
口
一
。
蓋
篆
籕
方
其
外
引
其
點
爾
。
臣
鍇
云
、
無
妨
古

文
。
自
有
曰
中
作
烏
者
、
日
中
含
一
不
足
致
譏
也
。（『
說
文
解
字
繫
傳
』

袪
妄
篇
）

五
七
　

日
中
有
踆
烏
、而
月
中
有
蟾
蜍
。
日
月
失
其
行
、薄
蝕
無
光（『
淮
南
子
』

精
神
訓
）

五
八
　

「

古
文
。𧰼
形
。蓋
𧰼
中
有
烏
。武
后
乃
竟
作
。誤
矣
。」（
段
玉
裁『
說

文
解
字
註
』
七
上
）

五
九
　

則
天
文
字
に
つ
い
て
は
藏
中
進
『
則
天
文
字
の
硏
究
』（
翰
林
書
房
、

一
九
九
五
年
）
を
參
照
。

六
〇
　

こ
の
ほ
か
、
敦
煌
の
壁
畫
に
も
日
の
中
に
烏
を
描
い
た
も
の
が
散
見

さ
れ
る
。

六
一
　

說
文
、
爵
諸
侯
之
土
。
從
之
土
寸
。（
寸
）〔
守
〕
其
制
度
。
陽
冰
云
、

從
古
文

。
古
文

從

。
一
之
下
土
音
皇
、非
封
。
臣
鍇
以
爲
、之
者
、

受
命
而
徃
各
之
其
國
土
也
。
音
皇
。字
之
・
土
兩
字
合
之
。封
字
之
・
土
・

寸
三
字
、合
之
、較
然
有
分
。
非
所
譏
也
。（『
說
文
解
字
繫
傳
』
袪
妄
篇
）

六
二
　

說
文
、
不
順
忽
出
也
。
從
倒
子
、
不
孝
子
突
出
也
。
陽
冰
云
、
疏
・

流
二
字
。
竝
從
古

。
疏
通
、
流
行
也
。
豈
不
順
哉
。
臣
鍇
以
爲
、
疏
・

流
非
取
不
順
。
蓋
取
出
之
速
疾
爾
。
子
之
事
父
出
必
吿
。
今
不
順
。
故

忽
然
自
出
。
故
速
也
。
氷
所
言
、
煩
蕪
。
今
不
復
載
之
也
。（『
說
文
解

字
繫
傳
』
袪
妄
篇
）

六
三
　

突
如
其
來
如
。（『
易
』
離
卦 

九
四
）

六
四
　

通
也
。
从
㐬
从
疋
、
疋
亦
聲
。（『
說
文
解
字
』
十
四
下 

𠫓
部 

疏
）

六
五
　

水
行
也
。
从
沝
・
㐬
。
㐬
、
突
忽
也
。（『
說
文
解
字
』
十
一
下 

沝

部 

）

六
六
　

說
文
曰
、
二
、
古
〔
文
〕
上
字
。
一
人
男
、
一
人
女
。〔
從
〕
乙
𧰼

懷
子
（
侅
侅
）〔
咳
咳
〕
之
形
。
陽
冰
曰
、
古
文
本
𧰼
豕
形
、
諸
義
穿

鑿
之
爾
。

古
文

從
豕
。
陽
冰
曰
、
本
𧰼
豕
減
一
畫
爾
。
篆
文
乃
從

二
首
六
身
。
臣
鍇
以
爲
、
二
首
六
身
、
丘
明
所
記
史
趙
所
言
。
豈
得
謂

之
穿
鑿
。
蓋
古
之
篆
文
文
體
互
變
。
謹
按
孔
子
家
語
、子
夏
聞
讀
史
、「
三

豕
渡
河
」
知
已
誤
、
爲
三

誤
爲
豕
。
然
則
古
文

當
作

也
。
乁
史

趙
所
云
、「

有
二
首
六
身
」、則
爲
篆
文

矣
。
杜
預
註
云
、「
下
（
土
）

〔
上
〕二
畫
竪
置
身
旁
」、則
如
㫄
之
六
也
。（『
說
文
解
字
繫
傳
』袪
妄
篇
）

六
七
　

古
文
亥
爲
豕
。
與
豕
同

。
而
生
子
復
從
一
起
。（『
說
文
解
字
』
十

四
下 

部 

重
文
）

六
八
　

有
二
首
六
身
。
下
二
如
身
、
是
其
日
數
也
。
士
文
伯
曰
、
然
則
二

萬
二
千
六
百
有
六
旬
也
。（『
春
秋
左
氏
傳
』
襄
公
傳
三
十
年
）

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
小
學
、
李
陽
冰
、『
刋
定
說
文
』、『
說
文
解
字
繫
傳
』、
袪

妄
篇




